そのう そ 寒い 路の 上に は、 おれ 以外に 誰も 歩いて ゐ 

は さ すす LV け 

ない。 路を さし 挾んだ 篠懸 も、 ひっそりと 黄色い 葉 を 

ほの ゆ き マ 

垂らして ゐる。 仄かに 霧の 懸 つて ゐる 行く手の 樹々 の 

あひ^ J 

間から は、 唯、 噴水の しぶく 音が、 百年の 昔 も 変ら な 

を や 

いやう に、 小 止みな いさざめ きを 送って 来る。 その上 

今日は どう 云 ふ 訳 か、 公園の 外の 町の 音 も、 まるで 風 

の 落ちた 海の 如く、 蕭条 とした 木立の 向う に 静まり返 

つてし まったら しい。 —— と 思 ふと 鋭い 鶴の 声が、 し 

め やかな 噴水の 響 を 圧して、 遠い 林の 奥の 池から、 一 

一 一度 高く 空へ 挙 つた。 

おれ は 散歩 を 続けながら も、 云 ひやう のない 疲労と 



てゐ る。 あの 二人が 生きて ゐる 限り、 懐し い 古 東洋の 

秋の 夢 は、 まだ 全く 東京の 町から 消え去って ゐな いの 

に 違 ひない。 売文 生活に 疲れた おれ をよ み 返らせて く 

れる 秋の 夢 は。 

おれ は 籐の杖 を 小脇に した 儘、 気軽く 口笛 を 吹き 鳴 

らして、 篠懸の 葉ば かりきらび やかな 日 比 谷 公園の 門 

かんざん じっとく 

を 出た。 「寒 山 拾得 は 生きて ゐる」 と、 口の 内に 独り 

眩 きながら。 

(大正 九 年 三月) 
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